
 
１ はじめに 

春子の発生量を左右するものは、気温

と降水量です。毎年少雨により発生量が

少ないことが理由として言われます。 
今年は降雨のみに頼らず、生産者自身

が収量を確保する作業を行ってみましょ

う。散水用の水の確保が難しい、水の便

が悪い場所では雪どけ水も利用しましょ

う。  
２ 水の便が悪いところでの集水 
   近くに沢などがない場所では、発生期

に散水することは非常に困難です。少し

でも収量を増やすため、発生期に備えて

できるだけ多くの水を確保しましょう。

   水源の無いところでは、ブルーシート

などを使用して降雨や雪解け水を集水し

ます。 
    
 
       

 
 
 
 
 
 
ブルーシート 

 
 
 
 
 
 

 
 

ブルーシートは、林木に取付けたり間伐材

などで押さえますが、強風などにあおられな

いようにしっかりと固定しましょう。 
なお、集水したものは後に使用しやす

いように、高いところから低いところま

で段階的に設置すると、使用しやすくな

ります。 
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 集水後は、できるだけ節水に努めましょ

う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注）例えば１０㎝積もった雪がとけた場

合、雪質にもよりますが、約１㎝の水

となります。水の便が悪い所では早め

に集水しましょう。 
 

３ 交通の便が良いホダ場 
  水の便が悪くても交通の便が良いホダ

場では水を運搬して散水することが可能

ですので、軽トラック等で集水したタン

クを運搬します。 
 
４ 集水のポイント 
 （１）フィルター類の取付け 
   雪どけ水を集水する場合は、落ち葉

などのゴミがタンク内に流入すること

があります。集水口には目の細かい布

など取付けましょう。ゴミが入ったま

ま散水すると、ポンプの故障や散水管

の目詰まり等の原因となります。 
 （２）凍結防止対策 
   ホダ場によっては日陰で気温が上が

らない場所がありますので、集水した

場合には凍結による破損を防ぐためタ

ンクの８割を目安に貯水してくださ

い。 
   

 
水タンク 

春子発生量増加のため散水用の水を集めましょう 


